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Abstract 

In this study, we collected an individual of the loach (Misgurnus anguillicaudatus) from the Nakahara River 

of the Asahi River system in Okayama City, Okayama Prefecture. Genetic analysis of the mitochondrial 

cytochrome b (cyt-b) gene of this individual revealed a haplotype identical to that of the Chinese lineage. 

This haplotype has previously been reported only in Hofu City, Yamaguchi Prefecture, western Japan. The 

number of branched soft rays in the dorsal fin was 7. The ratio of the length from the posterior edge of the 

anal fin base to the base of the caudal fin, relative to the length from the insertion point of the pelvic fin to 

the anterior edge of the anal fin base was 1.0. These morphological characteristics were consistent with those 

of the Chinese lineage. Our study provides the first specimen-based record of the Chinese lineage of M. 

anguillicaudatus in Okayama City. Misgurnus anguillicaudatus has been designated as Near Threatened on 

the Red Lists of both the Ministry of the Environment of Japan and Okayama Prefecture, and our finding 

may provide important information for conserving the native lineages of M. anguillicaudatus in Okayama 

Prefecture. 
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緒言 

近年、世界各地で様々な外来種の侵入・定着が

確認されている（Pyšek et al. 2020）。外来種が在

来種に与える深刻な悪影響の 1 つが、交雑による

遺伝的攪乱である（Sato et al. 2010）。交雑による

遺伝的攪乱が進行すると、場合によっては在来種

の遺伝子が外来種の遺伝子に置き換わり、純粋な

在来集団が絶滅する（Allendorf et al. 2001）。外来

亜種や、外来系統の遺伝子型を有する同種など、

外部形態が在来種と類似した外来種の侵入は同

定が困難であるため見過ごされやすく、発見まで

に時間がかかり遺伝的攪乱などの悪影響が特に

深刻化しやすい（Kawamura et al. 2001; Uchii et al. 

2016; Fujimoto et al. 2017）。したがって、形態が

類似した外来種の対策は急務であり、対策のため

には、分布に関する知見の蓄積や継続的なモニタ

リングの実施が重要である。 

ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus はコイ目 

Cypriniformes ドジョウ科 Cobitidae ドジョウ属

Misgurnus の淡水魚であり、自然分布域の実態に

ついては不明な点が残るものの、琉球列島を除く

本州以南の日本、朝鮮半島、中国中南部からベト

ナム北部、台湾、海南島などが自然分布域と考え

られている（清水 2014; 中島・内山 2017; 細谷
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2019）。本種は日本において、食用・観賞用・釣

り餌など多様な用途で古くから人々に利用され

ており（中島・内山 2017）、現在でも中国から輸

入された個体を中心に販売や養殖が盛んに行わ

れている（中茎ら 2007; 斉藤ら 2011）。日本国内

においては、日本にもとより生息する日本在来系

統（以下、「在来系統」と記す）に加え、中国大

陸や朝鮮半島から輸入された個体の逸脱・放流に

由来する外来の中国大陸系統（以下、「外来系統」

と記す）が分布することが mtDNA に基づく遺伝

子解析の結果から明らか になっている

（Morishima et al. 2008; 景平 2009; 小出水ら

2009; 清水・高木 2010; Kano et al. 2011; 松井・中

島 2020; 向井ら 2023）。外来系統は日本全国に

広く分布しており（小出水ら 2009）、近畿地方以

西の西日本ではこれまで、京都府、大阪府、奈良

県、和歌山県、岡山県、島根県、山口県、香川県、

高知県で確認されている（小出水ら 2009; 松井・

中島 2020; 林ら 2022; 多田ら 2025; 川中ら 2025）。

在来系統と外来系統では、cyt-b 領域の塩基置換

率が 10.6 %から 11.6 %でありmtDNAに差異が認

められるほか（小出水ら 2009）、核 DNA や外部

形態からも識別できることが報告されている

（Fujimoto et al. 2017; 松井・中島 2020）。また、

在来系統と外来系統が同所的に分布する地域で

は、系統間で交雑が生じている（Fujimoto et al. 

2017; 松井・中島 2020）。そのため、外来系統の

定着は、交雑による遺伝的攪乱などを通して在来

系統に悪影響を及ぼすことが懸念されている（環

境省 2018; 松井・中島 2020）。 

岡山県においてドジョウは、県の北部・中部・

南部に広域的に分布している（岡山県 2019）。小

出水ら（2009）は、岡山県玉野市、美作市、笠岡

市で採捕されたドジョウを対象に遺伝子解析を

行い、玉野市、美作市、笠岡市からクレード C1

および C7 に属する在来系統を、笠岡市からクレ

ード B に属する外来系統を報告した。本種の在

来系統は、環境省レッドリスト 2020 に加えて、

岡山県レッドリスト 2025 においても共に準絶滅

危惧に選定されており（岡山県 2025）、岡山県で

は保全策の検討が必要な状況にある。外来系統の

記録を蓄積しその侵入の実態を評価することは、

岡山県内の在来系統の保全策を検討するうえで

重要である。しかしながら、岡山県における外来

系統の記録は笠岡市に限られており（小出水ら

2009）、その他の市町村における外来系統の侵入

の実態は明らかになっていない。また、岡山県に

おける外来系統の記録は、小出水ら（2009）の遺

伝子サンプルに基づく記録のみであり、標本に基

づく記録は存在しない。 

著者らは、岡山県岡山市中区旭川水系で外来系

統と思われるドジョウ 1 個体を採捕した。本論文

では、この個体について、遺伝子解析と形態計測

により系統を識別し、標本に基づき記録した。 

 

材料および方法 

採捕および形態計測 

2024 年 5 月 14 日に、岡山県岡山市中区旭川

水系の中原川において、たも網（前幅 40 cm、目

合 3 mm）を用いてドジョウ 1 個体を採捕した。

その際、採集地点の物理環境として水深（cm）・

水温（℃）・流路幅（m）・底質を記録した。採捕

された個体は麻酔後、遺伝子サンプルとして右

胸鰭を採取し、99.5 %エタノールで保管した。魚

体については生鮮状態での撮影を行い、

Nakajima and Hashiguchi （2022）に従って 10 %

中性ホルマリン水溶液で固定した後に 70 %エタ

ノール水溶液に置換し、計測および計数を行っ

た。なお、計測はデジタルノギス（DT-150、新潟

精機）を用いて 0.1 mm 単位で行った。その際、

松井・中島（2020）に従い、腹鰭基部–臀鰭起部

の投影長（X）、および臀鰭基底後端部-尾鰭基底

部長の投影長（Y）を計測し、Y/X を算出した。

また、胸鰭基部の骨質盤の形態を実体顕微鏡下

で観察した。本研究で使用した標本は、大阪市立

自然史博物館（OMNH）の登録標本とした

（OMNH-P 55528）。なお、採集は岡山県から特

別採捕許可を得て実施した。 

 

遺伝子解析 

遺伝子解析によるハプロタイプ同定の方法

は、小出水ら（2009）に従った。採取した鰭断
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Fig. 1. Specimen of the Chinese lineage of Misgurnus anguillicaudatus collected from the Nakahara River of 

the Asahi River system in Okayama City, Okayama Prefecture, Japan. White bar indicates 10 mm. Photo by 

Nakajima, J. 

片は、バイオマッシャーⅡ（Nippi社製）を用い

て物理的に粉砕し、Maxwell® RSC Tissue DNA 

Kit（Promega社製）を使用してDNA抽出を行っ

た。その後、mtDNAのcyt-b領域の塩基配列を決

定するために、 Glu-L.Ca14337–14359: （ 5’-

GAAGAACCACCGTTGTTATTCAA-3’ ） 、

ThrH.Ca15568–15548:（5’-ACCTCCRATCTYCG 

GATTACA-3’）（Šlechtová et al. 2006）のプライ

マーセットを用い、 KOD -Plus- Neo (TOYOBO) 

のプロトコルに従ってPCRを行った。PCR反応

液の組成は、滅菌超純水23 µL、PCR Buffer for 

KOD -Plus- Neo（10×）5 µL、dNTPs（2 mM）5 

µL、MgSO4（25 mM）3 µL、KOD -Plus- Neo (1.0 

U/μl) 1μL、 各プライマー（100 µM）1.5 µL、DNA

（10.1 ng/µL）10 µLの計50 µLとした。PCRの反

応条件は、94 ℃で2分の熱変性の後、98 ℃で10

秒、54 ℃で30秒、68 ℃で45秒の3ステップを30

回繰り返し、68 ℃で7分の最終伸長を行った。

得られたPCR産物は、電気泳動で増幅を確認し

た後、FastGene Gel/PCR エクストラクションキ

ット（日本ジェネティクス）を用いて精製した。

精製したPCR産物は、サンガー法により、塩基

配列を決定した。シーケンス反応には、

BigDye™ Terminator v3.1 Cycle Sequencing Kit

（Thermo Fisher Scientific）を用い、塩基配列の

決定には3730xl DNA Analyzer（Thermo Fisher 

Scientific）を用いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

得られた波形データと配列は、 BioEdit 

Sequence Alignment Editor（Hall 1999）を用いて

アライメントと目視確認を行い、これに基づき

958 bpの塩基配列を決定した。決定した配列は

BLAST（http://www.ncbi.nlm.nih. gov/）を用いて

相同性検索を行い、得られた配列とのアライメ

ントを確認した後、日本DNAデータバンク

（DDBJ）のデータベースに登録した（登録番

号：LC895819）。 

 

結果 

Misgurnus anguillicaudatus 

ドジョウ（中国大陸系統） 

（Fig. 1） 

 

標本 OMNH-P 55528、オス、標準体長 71.3 mm、

岡山県岡山市中区旭川水系中原川、2024 年 5 月

14 日、中田和義採集。 

 

形態の記載 計測値の一覧を Table 1 に示す。体

型は細長く、断面は円筒形でやや縦扁する。上口

唇部には 3 対の口髭を伴い、下口唇部は 2 対の口

髭状となる。上口唇の髭は長く、第 1、2、3 口髭

長はそれぞれ頭長の 26.9 %、21.3 %、29.2 %。側

線はない。尾柄の上下の縁は弱く発達し膜鰭状に

なる。胴体は細かい円鱗に覆われる。胸鰭の第 1

分枝軟条は他の鰭より長い。 背鰭の分枝軟条は 
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Table 1. Counts and measurements of the Chinese 

lineage specimen OMNH-P 55528 of Misgurnus 

anguillicaudatus collected in this study. X, the 

length from the insertion point of the pelvic fin to 

the anterior edge of the anal fin base, Y, the length 

from the posterior edge of the anal fin base to the 

base of the caudal fin. 

*Counted only branched rays. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 本で、最終軟条は根本から分岐し、第 2 分枝軟

条の半分より長い。腹鰭基部の開始位置は背鰭の

第 2 分枝軟条と第 3 分枝軟条の中間程度。尻鰭の

先端は尾鰭基部に届かない。尾鰭の後縁は円形。

Y/X は 1.0。胸鰭基部の骨質盤の形態は斧状。 

 

生時の色彩 背面はやや暗い灰褐色で、腹部にか

けて淡色になる。胴体の側部から背部にかけて小

さな黒褐色斑を散在する。頬から吻部にかけて黄

緑色がかった金属光沢がある。体側には黄色がか

った金属光沢がある。尾鰭付け根の上側に黒褐色

の斑点があり、その長径は眼径よりやや小さい。 

 

遺伝的特徴 BLAST の結果、得られた 958 bp の

塩基配列は小出水ら（2009）が報告した外来系統

のハプロタイプ H126（AB473386.1）と 100 %一

致し、他に一致するハプロタイプは認められなか

った。また、このハプロタイプ（H126）は、小出

水ら（2009）において、山口県防府市から報告さ

れたハプロタイプであった。 

 

生息環境 採集地点の水深は 23.9 cm、流路幅

は 15.9 m であった。流速は緩やかであり、底質

は砂および礫から構成されており（Fig. 2）、採

集日の 16時に計測した水温は 20.2 ℃であった。 

 

考察 

本研究で採集されたドジョウのハプロタイプ

は、小出水ら（2009）が報告した、山口県防府市

で採集された外来系統のハプロタイプ（H126）と

100 %一致した。また、外部形態のうち背鰭分枝

軟条数が 7、Y/X は 1.0 となり、これは松井・中

島（2020）が報告した中国大陸系統の特徴と一致

した。これらのことから、当該標本は外来のドジ

ョウ（中国大陸系統）と同定された。岡山県にお

いてドジョウ外来系統の記録は、これまでに笠岡

市のみに限られているため（小出水ら 2009）、本

研究は岡山県岡山市中区旭川水系における外来

系統の初記録である。 

本研究により岡山県岡山市中区旭川水系に外

来系統が侵入していることが初めて示された。本

研究で採集されたドジョウは、小出水ら（2009）

が同県の笠岡市で報告した個体と異なるハプロ

タイプを有していたが、山口県防府市で報告した

個体とは同一のハプロタイプを有していた。一方

で、山口県防府市と岡山県岡山市中区旭川水系は

地理的に隔てられているため、両集団に遺伝的な

交流があるとは考えにくい。ドジョウ外来系統の

移植は日本各地で生じており（景平 2009; 清水・

高木 2010; Kano et al. 2011）、魚類の移植が生じた

場合、地理的に隔てられた地域でも、同一のハプ

ロタイプを持つ個体が確認される場合がある（向

井ら 2011; 松葉ら 2014）。以上のことから、外来

系統の人為的な移植が、笠岡市とは独立して岡山

市旭川水系でも行われた結果、地理的に離れてい

るにもかかわらず、防府市と同一のハプロタイプ

が検出されたものと考えられる。 
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Fig. 2. Sampling site of the specimen of the Chinese 

lineage of Misgurnus anguillicaudatus in the 

Nakahara River. Photo by Taniguchi, R. on 10 May 

2024. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後、岡山県に生息する在来系統を保全する

ために、外来系統が移植された経路を明らかに

し、さらなる分布拡大を抑止する必要がある。

また、岡山県内のドジョウにおける遺伝的系統

を網羅的に調査することで、同県内におけるド

ジョウ在来系統と外来系統の分布状況をより

詳細に把握することが必要である。 
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